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ている｡ こうした動きは､ 近年､ しばしば ｢観光ま
ちづくり｣ と称され､ それは一般に ｢地域が主体と
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図４ 高野町の高齢化率の推移９) 10) 11)
(２) 高野山の観光地化と宿坊の成立・変容
































が観光の対象となり､ 高野山の ｢お寺まいり｣ が知











は､ 高野山有料道路の開通 (1960) や､ 高野龍神

































































回答者の国籍 [図６] をみると､ 欧州が120人と
全体の54％を占める｡ その主な内訳は､ フランス
(38人)､ スペイン (13人)､ スイス (13人)､ イタ






年代 [図７] は､ 30代がもっとも多く30％を占




















滞在中の主な消費 [図11] は､ 宿泊費に次いで多









































[図13] より､ 期待度において ｢大変期待してい
る｣ の割合がもっとも高いのは ｢d.奥之院｣ (52％)
で､ 次いで高いのは ｢i.宿坊泊｣ (49％)､ ３番目は
｢c.世界遺産｣ (46％) である｡ 逆に､ その割合が低
いのは､ ｢g.まち散策｣ (14％)､ ｢l.写経｣ (19％)､
｢m.護摩｣ (26％)である｡
満足度 [図14] をみると､ ｢大変満足している｣
の割合がもっとも高いのは ｢d.奥之院｣ (81％) で､
次いで高いのは ｢e.ナイトツアー｣ (70％)､ ３番目
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は ｢c.世界遺産｣ (66％) である｡ 一方､ 満足度が
他より目立って低いのは ｢g.まち散策｣ (21％) で
ある｡ 相対的に満足度は高いものの ｢大変満足して
いる｣ の割合が50％を下回ったものは ｢f.寺院巡り｣




[図15] は ｢大変期待している｣ の割合に対して､
｢大変満足している｣ の割合がどれだけ高いかを示
したものである｡ a～mのいずれの項目も ｢大変満






[図15] をみると､ 宿坊の中では､ ｢l.写経｣ ｢m.
護摩｣ が高い｡ 一方で､ もっとも低いは ｢h.僧侶暮
らし｣ である｡ 宿坊の外では ｢d.奥之院｣ ｢e.ナイト
ツアー｣ が突出している｡ 一方で ｢a.神秘的な場所｣











の回答では ｢a.神秘的な場所｣ ｢b.仏教都市｣ ｢c.世
界遺産｣ の満足度は奥之院や宿坊での体験に比べる









































































































(２) 本稿で､ ｢インバウンド観光｣ とは ｢訪日外
国人旅行もしくは訪日外国人旅行者｣ を指す｡












観光客の来訪が多い高野山､ 和歌山市､ 南部､ 白









は､ 欧州 (61.4％)､ 北米 (15.％%)､ オセアニア
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